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団体名

詩の会䞉䝛䝡䝳䞊䝷
代表者　壺阪　輝代 記載者　中尾一郎

所在地䠄市区町村名のみ䠅

岡山市

活動目的　　詩の朗読䜢通して、言葉の豊かさ、朗読す䜛ことの楽しさ䜢味䜟って䜒䜙う

助成䜢受けての活動内容

事業名　　朗読会「午後の䝫䜶䝮」NO12

日　時　　2019年10月20日(日)14:00䡚16:00

場　所　　䜸䝸䜶䞁䝖美術館地下講堂

内　容　1　同人䠒名に䜘䜛自作詩の朗読

2　来会者䠒名に䜘䜛詩の朗読

3　「五行歌の会」同人に䜘䜛自作歌の朗読

4　同人に䜘䜛100行䜢超え䜛自作詩の朗読と変幻自在な䜼䝍䞊との䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁

5　吉備路文学館主催「少年少女の詩」の昨年度入賞者䠑名に䜘䜛自作詩朗読

6　䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女子大学文学部卒業生䠎名に䜘䜛自作詩朗読

入場者　　75名

助成䜢受けての成果

今後の活動の課題点

問い合䜟せ連絡先䜒しくは、䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜰䝗䝺䝇䠄加入希望の方などへのお知䜙せなど䠅

700-0817岡山市北区弓之町5-22-502　　壺坂方　「詩の会䞉䝛䝡䝳䞊䝷」　086-226-1761

※ この䝨䞊䝆は、財団䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜔印刷物などで公表さ䜜䜛資料として使用さ䜜䜛場合があ䜚ます。

A4用紙1枚程度におまと䜑ください。(他の報告書との重複可䠅

写真䞉䝏䝷䝅䞉䝟䞁䝣䝺䝑䝖䠄PDF䜒しくは、画像䠅等䜢添付していただいて䜒結構です。

団体の紹介　　2008年䠒月に詩誌「䝛䝡䝳䞊䝷」䜢創刊。以後、隔月刊で発行䜢続け、2019年10月に69号䜢発行
した。現在の同人䞉会員数は30名。毎年10月に朗読会「午後の䝫䜶䝮」䜢䜸䝸䜶䞁䝖美術館地下講堂で開催して
い䜛。今年で12回目䜢迎え䜛。

7　佐野洋子作䞉絵『100万回生きたねこ』の絵䜢映像化して䝇䜽䝸䞊䞁に映しなが䜙、
　　䝛䝡䝳䞊䝷同人䠐名が作品䜢群読

　朗読は、音響設備の効果に䜘って、言葉の伝達力が違ってく䜛が、今年は助成のおかげで、䝬䜲䜽の調整䜒
うまくできて、とて䜒聞き䜔すかったと好評であった。

　詩䜢朗読す䜛こと、詩の朗読䜢聴くことで、言葉の豊かさ䜢味䜟い、詩䜢身近に感じて䜒䜙いたい、と始䜑た朗
読会であ䜛。回䜢追うごとに、楽しみに待っていてくださ䜛方が増えてきたが、若い人たちへの裾野䜢広げていく
ことが今後の課題であ䜛。




